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灌漑水取水に伴う放射性物質の水田内動態 

Behavior of Radiocesium in Irrigation Water inside Paddy Field 
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1.	 はじめに	 
  東京電力福島第一原子力発電所事故を契機に放出された放射性 Cs（以下 Cs）による農作物の汚
染は，放射性降下物の付着による直接的な汚染のみならず，灌漑水を媒体とした降下物の運搬に伴

う二次汚染が懸念される． 
  筆者らが実施している福島県南相馬市におけるイネ・水田土壌のモニタリング結果からは，水口
付近のイネ・土壌から他の地点に対して比較的高濃度の Csが検出され，灌漑水に含まれる Csのイ
ネへの影響が示唆された． 
  そこで本研究では灌漑水に含まれる Cs のイネへの移行可能性およびその移行経路を田面水・土
壌中の Csの定量分析によって検証するとともに，数値モデルを用いた Csの水田内動態の再現によ
って水田土壌への影響範囲を推定し，イネの汚染メカニズムの解明に寄与することを目的とする． 
2. 研究方法	 
	 試験水田の流入点から主流方向に対し平行に波板を設けることで水流の拡散を抑制し，一次元的

な流れを創出した．流入点からの距離に応じて，田面水・土壌を採取し，水試料の懸濁態・溶存態

Cs濃度および SS濃度，土壌試料の Cs濃度をそれぞれ分析した．  
	 灌漑水に伴い水田へ流入する懸濁態 Csによる水田土壌 Cs濃度への影響を検討するために，試験
水田の耕区を対象として，流入する浮遊物質の動態（浮上・沈降・輸送）を表現する二次元モデル

を構築した．モデルの妥当性を検証するために，再現された懸濁物質の沈降に伴う水田土壌の Cs
濃度変動値と現地試験の観測値を比較検討した． 
4. 結果 
  田面水の溶存態 Cs濃度は流入点近傍の 1 m 地点が水尻の値に対し有意に高く（2.2~7.1倍），水
口から水尻にかけた線形的な低下傾向が確認された．土壌の Cs 濃度は流入点近傍の 1 m 地点が最
も高く（21 m 地点の 1.6倍），流入点からの距離に応じた非線形的な低下傾向があった．田面水 1 L
あたりの懸濁態 Cs 放射能については各地点間に有意差はないものの，水尻で低下する傾向があっ
た． 
	 試験水田と同様の灌漑期間を対象とした数値モデルによる懸濁態 Cs 動態の再現結果では，流入
点を中心とした 2 m 程度の範囲に懸濁物質の沈降に伴う水田土壌の Cs 濃度上昇がみられ，最も変
動値が大きかった計算格子では 340 Bq/kg の濃度上昇が確認された．この値は，耕起前の試験水田
土壌の平均 Cs濃度 810 Bq/kgを 1.4倍にも上昇させる． 
5. まとめと考察 
田面水に含まれる溶存態 Cs 濃度の流下過程における低下傾向が明らかとなり，イネへの移行可

能性が示された．現地試験において流路区間の水田土壌の Cs濃度変化と田面水の溶存態 Cs濃度変
化の傾向が異なっていたことに加え，数値モデルによる再現結果において水田内流入後の灌漑水中

の懸濁物質が流入点近傍へ局所的に堆積したことから，水田土壌の Cs 濃度上昇の主要因が灌漑水
中の懸濁態 Csであり，その影響が局所的であることが明らかとなった． 
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